
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行・編集：歯舞地区マリンビジョン協議会事務局 

歯舞地区マリンビジョン協議会事務局では、地域協働の取組みにより作られた『歯舞地

区マリンビジョン計画(平成 19 年 3 月策定)』の行動計画について、個々の推進状況など、

活動の様子について「歯舞地区マリンビジョンニュース」を発行して、地域の皆様方にお

知らせしています。 
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◆◆第第１１回回北北海海道道ママリリンンビビジジョョンン２２１１ココンンテテスストト審審査査委委員員会会開開催催  

「第１回北海道マリンビジョン２１コンテスト審査委員会」が平成２１年２月４日、札幌市で開催

され、歯舞地区マリンビジョン協議会は総合部門の『第１回北海道開発局長賞』に選定されました。

歯舞地区は第１回目のモデル地域の指定から残念ながら外れ、その後、地域一丸となって再挑戦し、

第３回目にモデル地域として指定されました。そして、計画の推進に熱心に取り組んだことが「他地

域のお手本」になると高く評価され、今回の受賞に見事つながりました。 

審査委員会は、委員が電話会議により地元に話を聞きながらの開催となり、伊藤常務が電話で歯舞

地区の取組み状況を詳しく報告しました。モデル地域１３地域の中で、歯舞地区の取組みは、委員か

ら圧倒的な評価を受けました。選定の最大の理由は、地域住民や行政などと一丸となって漁協が率先

して取り組み、その効果が着実に現れていることでした。選定理由は、次のように公表されています。 

 

 

 

 

◆◆平平成成２２００年年度度ママリリンンビビジジョョンン推推進進会会議議でで松松永永専専務務がが『『北北海海道道開開発発局局長長賞賞』』受受賞賞をを報報告告！！！！  

「平成２０年度マリンビジョン推進会議」が、平成２１年２月２４日、札幌市で開催されました。

全道から約１００人が出席する中で、で松永専務が歯舞地区の取組みをトップバッターで発表しまし

た。第１回目にモデル地域の指定から外れたことをバネにして第３回目でモデル指定を受け、その後 

の受賞までの主な

活動を報告しまし

た。会場にきた報道

機関は熱心にメモ

をとり、各種の新聞

に歯舞地区の受賞

が報道されました。 

は ぼ ま い 

 歯舞水産物のブランド化による地域経済への波及効果が見られ、遊覧船の運

航等、非常に困難な事業を実現させている。また、マリンビジョンの実現に向

け、地域が一丸となった取組みも評価できる。 

第 1 回「北海道マリンビジョン２１コンテスト」で  

『北海道マリンビジョン２１促進期成会会長賞』も受賞！！ 

根室市、歯舞地区、落石地区、飲食店等が取り組んだ『新・ご当地グルメ「根室さんまロール寿司」

開発・普及事業』は、「第１回北海道マリンビジョン２１コンテスト」の個別取組み部門で、『北海道マ

リンビジョン２１促進期成会会長賞』を受賞しました。歯舞地区にとっては、記念すべき第１回コンテ

ストで「ダブル受賞」の栄誉に輝きました！！ 

質問に答える松永専務 松永専務が歯舞地区の 
取組みを説明 

熱心に聞き入る参加者 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 編集･発行・お問い合わせ ■ 
■編集・発行  歯舞地区マリンビジョン協議会事務局 

■お問い合わせ 事務局 担 当：根室市水産経済部水産港湾課水産振興担当 

電 話：0153-23-6111 FAX：0153-24-8692 

漁協では平成２１年２月１９日～２５日に、札幌東急デパー

トで開催されたミニフェスティバルに、マリンビジョンの取組

みの一環として出展しました。今回持ち込んだ特産品は、歯舞

で水揚げされたものを地元加工業者が加工した「生干しコマ

イ」、「タコボイル」、「開きメンメ」などのほかに、新商品とし

て「開きホッケ」、「こまいっ子」など１２品目。これにお馴染

みの「はぼまい昆布しょうゆ」「コンブ小袋詰め」など合計２

２品目を用意しました。初日には完売品目が相次ぎ、「開きホ

ッケ」は２時間余りで１５０枚を売りつくし、１００ケース用

意した「こまいっ子」も夕方には完売。３日間を通じて売れ行

きも好調で、「歯舞ブランド」の知名度の高さが改めて実感さ

れました。 

また、東急百貨店の担当者から食料品売場に歯舞漁協のスペ

ースを設けて、「歯舞漁協の鮮魚販売」など旬の魚介類の販売

を検討して欲しいとの提案もあったほど歯舞ブランドは着実

に浸透しています。 

『北海道一周「浜の味」ミニフェスティバル２００９』に出展！ 

道内２７地域でマリンビジョンが策定されていますが、マリンビジ

ョンを実現するためには女性の応援が不可欠です。そこで、『第１回マ

リンビジョン女性交流会議』が２月２０日、正式に立ち上がりました。

歯舞からは小平女性部長が参加し、昆布料理の開発や料理教室への取

組みなどを紹介しました。この会議は、浜を支える女性たちの交流や

情報交換を通じて、女性の視点からの取組みを進めるため継続的に開

催される予定です。 

『第１回マリンビジョン女性交流会議』に小平女性部長が参加しました！ 

漁協では、３月４日～１０日までの１週間、丸井今井札幌本店の食品催事『きたキッチン』に出展し 

ました。歯舞漁協に水揚げされた魚介類を使った特産品１２品目を持ち

込んで、漁協職員が対面販売。期間中、１２品目のうち８品目を完売。

担当職員が記録した売上ランキングでは、トップは主婦層に人気の「開

きホッケ」、老若男女を問わず「干しコマイ」、子連れの主婦には「こま

いっ子」が大好評で用意した５００ケースは最も早く完売しました。昆

布商品も根強い人気で、東急百貨店の催事の時に買い求めたリピーター

も多く、歯舞ファンが確実に増えています。 

丸井今井の『きたキッチン』に出店！ 

会議終了後に記念撮影 

リピーターもいました！ 

札幌の歯舞ファンも駆けつけました！ 

完完完完    売売売売    
しました!! 


